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地質図をモチーフにした布製品の開発ージオパークや博物館から地質の話を持ち帰
るために
Development of the textile with a geological map motif-To carry back geo-stories from
geopark or natural history museum
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2013年 9月，20万分の 1日本シームレス地質図をモチーフにした布製品が発売された．この製品は，20万分の 1日
本シームレス地質図のデジタルデータを用いて，凡例ごとに GISソフト上で色の変更を行って布に印刷し，それを元に
製品を製造したものである．地質図をそのまま製品に使うのではなく，1)地質図を「地球のデザイン」として利用して
優れた商品を作る，2)博物館やジオパークから地質の話を持ち帰ることのできるものにする，というコンセプトで，地
質の研究者とデザイナー・GIS技術者が協力して作成した．
斎藤は以前に化石チョコレートを企業と製品化したことがあった (利光ほか, 2009)．その際，開発に携わったデザイ

ナーから地質図はカラフルで，自然の作り出したデザインであるという感想を聞き，当時，プロトタイプとして作成し
ていた布製品の開発を進め，成果を 2010年?2011年にかけて地質ニュースに連載した (斎藤, 2010など)．それをもとに，
2013年に東京カートグラフィック株式会社が商品化した．
化石チョコレートは，本物のレプリカとして観察に耐えうるいわば「本物」として製作し，博物館やジオパークから

地質や化石の話を持ち帰ってほしいというコンセプトで製作した．また，ジオパークでは本物の化石の「消費」は不可
能なので，地質や化石の話を持ち帰るための適切な商品になると考えた．今回の布製品でも，地質の話を持ち帰ってほ
しいというコンセプトは共通であるが，より学術 (お勉強)から離れたゾーンをねらっている．
今回作成した布製品は，日光地域を中心とした地域の「20万分の 1日本シームレス地質図」を元に作成された．製品

はハンカチ，ポーチ，ミニトートバッグの 3種で，それぞれ紫系，緑系，ピンク系があり，地質図を印刷した生地からの
切り抜く場所によって，ポーチは 10地域，ミニトートバッグは 3地域の種類があり，色も考慮すると，ハンカチ 3種，
ポーチ 30種，ミニトートバッグ 9種と多数のデザインの製品を作ることができた．20万分の 1日本シームレス地質図
は全国一律の凡例で作られたデジタル地質図のため，任意の地域の地質図を切り出して使うことができるため，地域ご
とに違うものが作成できる．このため各ジオパークで作成すれば，その地域でしか手に入らない，ジオパークの話を持
ち帰ることのできる製品ができることを示している．
この様な製品を作成することを考えた時に，地質図を Tシャツなどにそのままプリントすることは，現在では比較的

容易である．しかし，それでは商品として魅力のあるものを作るのは難しい．企画担当者，デザイナー，GIS技術者，地
質の専門家などが組んで，商品として魅力あるもの作ることによって，手に入れたくなる人が増え，商品に乗った地質
図が「地質図はこんな感じ」という柔らかいニュアンスで，一般の人の身近なところに届けられる．
今後，地域を変えて作成する計画をすすめており，期待して頂きたい．
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